
 

 

 

学力向上を図るため調査結果（概要）のお知らせ 

今年度の調査結果をお知らせします。 

 本結果をもとに、授業を改善していくとともに、来年度に向けて、どの場面において今

まで学習してきた内容を生かすことができるのかを考え、指導計画を作成していきます。 

 

１ 全国学力・学習状況調査 【対象：６学年】 

 実施日：令和７年４月１７日（木） 

（１）国語科【学習指導要領の領域の内容】 平均正答率（％） 

 言葉の特徴

や使い方に

関する事項 

情報の扱い

方に関する

事項 

話すこと・聞

くこと 

書くこと 読むこと 国語全体 

本 校 ８４.１ ６６.７ ７７.５ ７６.５ ６５.５ ７５.０ 

東京都 ７７.９ ６６.９ ６９.９ ７２.４ ６１.０ ７０.０ 

全 国 ７６.９ ６３.１ ６６.３ ６９.５ ５７.５ ６６.８ 

概ね全ての領域の全平均正答率において、全国平均を上回りました。 

 「言葉の特徴や使い方に関する事項」では、正答率で都平均を６.２ポイント、全国平均

を７.２ポイント、「情報の扱い方に関する事項」では、全国平均を３.６ポイント上回りま

した。「話すこと・聞くこと」では、都平均を７.６ポイント、全国平均は１１.２ポイント

上回りました。「書くこと」では、都平均を４.１ポイント、全国平均を７ポイント上回り

ました。「読むこと」では、都平均を４.５ポイント、全国平均を８ポイント上回りました。 

 コミュニケーションを図る活動の中で、目的や意図に応じて、伝え合う内容を検討した

り、自分の考えが伝わる表現を工夫したりして、留意点等や要点に気付き、日常生活にお

いても生かせるように指導します。 

 

（２）算数科【学習指導要領の領域の内容】 平均正答率（％） 

 数と計算 図形 変化と関係 データの活用 算数全体 

本 校 ７３．３ ６６．１ ７０．４ ７３．７ ６９．０ 

東京都 ６８．３ ６１．２ ６４．９ ６７．６ ６４．０ 

全 国 ６２．３ ５６．２ ５７．５ ６２．６ ５８．０ 

 全ての領域の全平均正答率において、都平均、全国平均を上回りました。 

 「数と計算」領域では、都平均を５ポイント、全国平均を１１ポイント、「図形」領域で

は、都平均を４．９ポイント、全国平均を９．９ポイント上回りました。さらに、「変化と

関係」領域では、都平均を５．５ポイント、全国平均を１２．９ポイント、「データの活用」

領域では、都平均を６．１ポイント、全国平均では１１．１ポイント上回りました。  



折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用いて説

明ができるよう指導を続けます。 

 

（３）理科【学習指導要領の領域の内容】 平均正答率（％） 

 「エネルギー」

を柱とする領域 

「粒子」を柱

とする領域 

「生命」を柱

とする領域 

「地球」を柱

とする領域 

理科全体 

本 校 ５６．２ ５６．７ ６１．５ ７５．５ ６６．０ 

東京都 ４９．９ ５３．７ ５４．１ ６９．１ ６０．０ 

全 国 ４６．７ ５１．４ ５２．０ ６６．７ ５７．１ 

 全ての領域の全平均正答率において、都平均、全国平均を上回りました。 

 「エネルギー」領域では、都平均を６．３ポイント、全国平均を９．５ポイント、「粒子」

領域では、都平均を３ポイント、全国平均を５．３ポイント上回りました。さらに、「生命」

領域では、都平均を７．４ポイント、全国平均を９．５ポイント、「地球」領域では、都平

均を６．４ポイント、全国平均では８．８ポイント上回りました。  

引き続き、3 学年からの観察や実験等の体験を通して、理科の見方や考え方を広げ深め

られるように指導していきます。また、予想や結果の考察の思考の時間を確保し、毎回の

学習を主体的に取り組めるようにしていきます。 

 

（４）意識調査（調査結果の一部） 

 学習面・生活面の意識調査も行いました。その結果から本校の教育活動の重点に係るも

のを抜粋してお知らせします。 

 

○ 自分には、よいところがあると思いますか。 

本校では、児童一人一人が自分のよさに気付き、教師や友達が認め、児童が自信と誇り

をもつことにつながる指導をしています。「当てはまる」は前年度よりも８．４ポイント低

くなったものの、全国平均よりも高く、継続的な指導の成果が結果に表れています。児童

は、教育活動を通して、他者と関わりをもち、新たな発見が生まれ、さらにその発見に磨

きをかけることで、自己肯定感を高めています。今後も教師と児童が向き合う時間を確保

し、児童一人一人を褒め、育てていきます。 

 

○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

 

○ 人が困っているときは、進んで助けていますか。 

 ①当てはまる 
② どちらかといえば 

当てはまる 

③どちらかといえば

当てはまらない 
④当てはまらない 

開三小 ４８．４ ４５．２  ３．２ ３．２ 

 ① ② ③ ④ 

開三小 ７３．４ ２２．６  ３.２ ０．０ 

 ① ② ③ ④ 

開三小 ４９．２ ４７．６ ３．２ ０．０ 



前年度調査と同程度ですが、「当てはまらない」と答えた児童が０人と、人の役に立ちた

い気持ちが育っていることが分かりました。また、「人が困っているときは、進んで助けて

いますか。」という質問に対しても「当てはまらない」と答えた児童が０人でした。相手の

気持ちや思いをよく考え、行動に表そうとする児童が多いということは、普段の学校生活

からよく考えて行動することの大切さが指導として定着していることがうかがえます。 

 

〇 ５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。 

○ ５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り 

組んでいましたか。 

○ ５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の 

考えをまとめる活動を行っていますか。 

児童一人一人が自分事で課題をもち、その解決に向けて取り組んできたことが分かりま

す。今後も、各教科などでの学びをつなぎ合わせながら、自分の考えを伝える力を高めて

いきます。また、資料をまとめたり、様々な意見や考えを比較したり、自分の考えを視覚

化したりする学習ツールとしてタブレット端末をさらに有効活用する指導を行います。 

 

○ 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習に

つなげることができていますか。  

児童一人一人が学びの過程や結果を振り返って書いたり、学習のまとめを自分の言葉で

表現したりすることを行っています。今後も継続して取り組みます。 

 

〇 学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて、自分の 

ペースで理解しながら学習を進めることができていますか。 

タブレット端末の活用が各教科で有効に活用され、学習を進めることができているよう

にうかがえます。情報の収集や、調べたことを整理したり分析したりする場面における活

用も進んでいます。タブレットをより効果的に使える技能について、今後計画を練り直し、

一人一人がより自分に合った学習に活用できるようにしていきます。 

 ① ② ③ ④ ⑤ 

開三小 ３３．１ ４０．３ １９．４ ４．８ ２．４ 

 ① ② ③ ④ 

開三小 ４４．４ ４５．２ ８．９ ０．８ 

 ① ② ③ ④ 

開三小 ３６．３ ４６．０ １５．３ １．６ 

 ① ② ③ ④ 

開三小 ３９．５ ４９．２ １０．５ ０．８ 

 ① ② ③ ④ 

開三小 ３４．７ ４６．０ １７．７ １．６ 


